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1．はじめに   
現在，約3万人の留学生彿日本の大学（学部）で学んでいる（文部科学省，2001）が，  
性別，年齢，出身国，宗教，留学生としての身分，日本語の能力など，多様な背景を持っ  
ている．   
日本における留学生活で生じる問題を整理すると，田中・田畑（1991）の調査では日本  
語の学習，投薬，文化・習慣の違いに基づく生活上の困難などが多く挙げられている．   
留学生が充実した学生生活を送るためには，大学側が個人個人に合わせた留学生の援助  
体制を充実させることが重要であり・大学側における留学生援助体制としては㌧現在，．日  
本人の学生を軸にしたチューター制度を設けているところが多く見られる．   
筆者は東海大学のチューター活動にチューターとして2年間問わった．その結果，チュー  
タT活動が留学生に対するサポートシステムとして重要な役割を果たす一方で，一多くの問  
題を知るこ左となった．   
本稿の目的は，チューター活動の実践者として，チューター活動について，ミクロレベ  
ルで実態を把握し，問題を探り■，改着発を提示することにある．  
ヱ．先行研究  
l   
今まで行なわれたチエ」ター制度の研究は，瀬口（1993），ノ＼重渾（1993），大屋・的場  
（1994）．田中（1993，1996），瀬口・田中（柑99）などが挙げられる．   
また，併せて，村田（19如）がまとめたチューター制度に関する調査研究を概観すると，  
アンケート調査（質問紙）を中心に，面接調査（面接）や座談会などの方法で行われてい  
ることが分かる．   
しかし，ネウストプニー（19舛）が指摘している通り，アンケートな●どの方法で得られ  
たデータは意識のみをデータとしたものであり，アンケート調査や面接調査で現れた答え  
が必ずしも実際の行動と同一であるとは限らない．   
併せて，チューター制度は各大学で制度ならびに活動内容が違うため，大規模な調査を  
行うのは困難であり，畳的な面で，アンケート調査が信頼性の高いデータとなっているか  
疑問である．   
このため，意識調査ではなく，実態に基づいた調査が必要であると考える．   
なお，これらの研究で挙げられた問題点を見ると，チューター活動に内在する問題は大  
童く次の2つにまとめられる．   
1・留学生とチューターとの接触場面におけるコミュニケーションの問題   
2．チューター活動に本来的に生じる問題  
本調査ではこれらの先行研究を踏まえて，．チューター活動の問題点を実瞭に行なわれた  
談話データーをもとに蘭査を行う．  
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